
様式第 10号 (第 6条 関係 )

南相馬市議会議長

令 和 2年 4月 lθ日

日本共産党議員団

団長 渡部 寛一

会派名

代表者名

令和元年度政務活動費収支報告書

南相馬市議会政務活動費の交付に関する条例第7条 第1項の規定に基づき、別紙のとお

り、令和元年度政務活動費収支報告書を提出 します。
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別 紙

1 収入

令和元年度政務活動費収支報告書

会派名 日本共産党議員団

(単位 :円 )

(単位 :円 )

2 支 出

(注 )1 備考欄 には、主たる支出の内訳を記載す ること。

2 会計帳簿の写 し及び領収書等の証拠書類の写 しを添付す ること。

項 目 金 額 備 考

政 務 活 動 費 360,000

預  金  利  子

会 派 負 担 金

合    計 360,000

項 目 金 額 備 考

調査研究費

研修費

広報費 298, 330 市議会報告書新聞折 り込み

広聴費

要請 。陳情活動費

会議費

資料作成費

資料購入費

人件費

事務所費

合    計 298, 330

3 残金 61,670円



令和元年度 政務活動費 会計帳簿 会派名 日本共産党議員団

年月日 摘 要 収  入 支  出 残  高

31 4 22 折込料 (浪江新聞販売センター ) 3,334 -3,334

4 25 折込料 (藤原新聞店 ) 23,328 -26,662

4 25 折込料 (長富新聞店) 8,748 -35,410

4 25 析込料 (石倉新聞店) 8,100 -43,510

1 5 7 政務活動費 360,000 316,490

5 10 印刷代 102,000 214,490

10 25 折込料 (鹿島新聞販売センター) 9,900 204,590

10 25 折込料 (石倉新聞店) 8,250 196,340

10 25 折込料 (長富新聞店) 8,910 187,430

10 25 折込料 (藤原新聞店) 23,760 163,670

12 2 印刷代 102,000 61,670

360,000 298,330 61,670



会派名 :日 本共産党議員団

領収書等添付用紙
円

支出項目

□ 調査研究費

□ 研修費

■ 広報口公聴費

□ 要請・陳情活動費

□ 会議費

□ 資料作成口購入費

□ 人件費口事務所費

支出内容 議会報告書折込料(8件 )

支出月日 平成31年4月 22日 、25日 、令和元年10月 25日 、

支 出 額 94,330円

るo統/準イた者スので/～ 2の とぉブ
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□ 調査研究費

□ 研修費

■ 広報口公聴費

□ 要請・陳情活動費

□ 会議費

□ 資料作成・購入費

□ 人件費・事務所費
支出項目

議会報告書印刷代(2件 )支出内容

令和元年5月 10日 、12月 2日支出月日

支 出 額 204,000円
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主
な
予
算
は

・
高
松
ホ
ー
ム
営
繕
事
業
　
　
　
１
億
３
千
７２９
万
円

屋
根
、
外
壁
工
事
な
ど
改
修
工
事

・
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業

　
２
億
２
千
２５‐

万
円

原
町
区
小
川
町
に
建
設
中
、
来
年
度
開
所
予
定
の
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
エ
事

。
民
間
保
育
所
等
施
設
整
備
補
助
１
億
８
千
２７８

万
円

待
機
児
童
の
解
消
を
図
る
た
め
の
補
助
金
の
交
付

保
育
所
施
設
整
備
補
助
１
施
設

（補
助
率
摯
）
、
小

規
模
保
育
施
設
整
備
補
助
２
施
設

（補
助
率
摯
）

・
ひ
と
り
親
家
庭
総
合
支
援
事
業
　
　
１
千
３３

万
円

ひ
と
り
親
家
庭
の
就
業
の
安
定
と
自
立
促
進
を

図
る
た
め
給
付
金
を
支
給

・
霞
災
遺
児
等
進
学
支
援
助
盛
雀
喜
〓
示
１
千
５４０
万
円

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
親
を
亡
く
し
た
子
ど
も

た
ち
の
大
学
等
進
学
に
係
る
経
済
的
負
担
を
軽
減

す
る

。
子
ど
も
の
遊
び
場
整
備
事
業

　

　

３
千
６０３
万
円

小
高
区
内
に
子
育
て
し
や
す
い
環
境
を
構
築
す
る

た
め
、
安
心
し
て
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
る
施
設
を
整
備

・小
高
区
認
定
こ
ど
も
園
整
備
事
業
３
億
１
千
４５４
万
円

住
民
の
帰
還
を
促
進
す
る
た
め
幼
稚
園
と
保
育

園
の
機
能
を
併
せ
持
つ
認
定
こ
ど
も
園
を
整
備

・
桃
内
駅
前
公
衆
ト
イ
レ
整
備
事
業

１
千
９６２

万
円

木
造
平
屋
建
て
の
男
女
別
ト
イ
レ
を
整
備
、
本
年

Ｈ
月
完
成
予
定

・
市
営
住
宅
埋
設
保
管
除
去
土
壊
等
撤
去
事
業

５
千
９２６

万
円

・
小
中
学
校
埋
設
保
管
除
去
土
壌
等
撤
去
事
業

８
億
５
千

‐１４

万
円

。生
漉
学
習
セ
ン
タ
ー
埋
設
保
管
除
去
土
壌
等
撤
去
事
業

１
億
５
千
４７２
万
円

・
都
市
公
園
等
埋
設
保
管
除
去
土
壌
等
撤
去
事
業

４
億
５
千

‐７７

万
円

・旧
ハ
ー
ト
ラ
ン
ド
は
ら
ま
ち
埋
設
保
管
除
去
土
壌
等
撤
去
事
業

５
千

‐７３

万
円

・
農
村
公
園
等
埋
設
保
管
除
去
土
壌
等
撤
去
事
業

１
億
４
千
８２４

万
円

・子
ど
も
の
遊
び
場
等
埋
設
保
管
除
去
土
壌
等
撤
去
事
業

９
千

４‐８

万
円

各
施
設
に
埋
設
保
管
し
て
い
る
除
去
土
壌
を
撤

去
し
仮
置
場
へ搬
出
す
る
事
業

・
東
日
本
大
震
災
等
に
よ
る
被
災
者
に
対
す
る
国

民
健
康
保
険
税
及
び
介
護
保
険
料
の
減
免
に

関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

条
例
を
１
年
間
延
長
し
、　

２０２０
年
３
月
ま
で
減

免
す
る
た
め
の
改
正

・
市
立
幼
稚
園

・
市
立
保
育
園
等
の
無
料
化
措
置

を
延
長
す
る
条
例
の

一
部
改
正

利
用
者
負
担
額
の
無
料
化
措
置
を

２０２２
年
度
ま

で
継
続
す
る
た
め
の
改
正

平
成
３‐
年
度

一
般
会
計
当
初
予
算

５
５
５
億
３
千
２
９
８
万
円

３
月
定
例
議
会
に
提
案
さ
れ
た
議
案

４４
件

（条
例
関
係

１２
件
、
予
算
関
係

２９
件
、
そ
の
他
３
件
）
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

栗村文夫 渡部寛―

主
な
条
例
は

市
民

一
体
感
醸
成
事
業

鹿
島
区
地
域
協
議
会
２
名
、
鹿
島
区
行
政
区
長
会

４
名
、
各
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
４
名
、
商
工
観

光
団
体
１
名
、
老
人
ク
ラ
ブ
ー
名
、
社
会
福
祉
協
議

会
１
名
、
消
防
団
関
係
１
名
、
ス
ポ
ー
ッ
関
係
団
体

１
名
か
ら
な
る
市
民

一
体
化
復
興
促
進
事
業
市
民

検
討
会
に
よ
る
協
議

。
検
討
に
よ
り
、
ソ
フ
ト
事
業

４８
件
、　
ハ
ー
ド
事
業

３２
件
の
合
計

８０
事
業
を
提
案

し
、
市

へ
の
提
言
を
経
て
、
事
業
の
有
効
性
、
実
現

可
能
性
、
予
算
規
模
等
を
庁
内
関
係
各
課
、
関
係
機

関
等
と
調
整
し
事
業
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

①

健
康
づ
く
リ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

概
算
事
業
費
（後
年
度
含
む
）３
億
６
千
万
円

市
民
の
健
康
づ
く
り
や
体
力
づ
く
り
の
場
を
創

設
し
、
市
民
の
健
全
な
心
身
の
構
築
を
図
る
と
と

も
に
、
健
康
長
寿
や
生
活
習
慣
病
の
解
消
な
ど
を

推
進
し
、
医
療
費
や
介
護
保
険
料
の
削
減
に
も
資

す
る
。

②

真
野
川
親
水
ザ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
整
備
事
業

概
算
事
業
費
１
億
１
千

４００
万
円

セ
デ
ッ
テ
か
し
ま
か
ら
街
な
か
及
び
牛
島
地
区

へ、
真
野
川
河
川
敷
を
活
用
し
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー

ド
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
市
民
の
自
転
車
に
よ
る

健
康
増
進
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
活
性

化
及
び
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
る
。

③

市
民
提
案
型

一
体
感
醸
成
事
業
補
助
金

概
算
事
業
費
２
千
万
円
（
２００
万
円
ｘ
ｌＯ
団
体
）

地
域
の
賑
わ
い
創
出
や
魅
力
発
信
、
地
域
課
題

（少
子
高
齢
化
、
安
全
・安
心
及
び
生
活
環
境
等
）

の
解
決
等
に
よ
り
、
市
民
の
一
体
感
が
醸
成
さ
れ

る
提
案
型
事
業
を
自
主
的
に
実
施
す
る
市
民
活

動
団
体
等
に
対
し
、
そ
の
事
業
に
要
す
る
経
費
を

補
助
す
る
。

※

高
齢
者
の
集
い
事
業
補
助
金
は
、
別
に
敬
老
会
事

業
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
た
め
、
事
業
内
容
が
重

複
す
る
こ
と
か
ら
、
市
民

一
体
感
醸
成
事
業
か
ら
は

除
外
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
３‐
年
４
月
１
日
か
ら
、

市
の
組
織
機
構
が
再
編
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
変
更
点

◆
　
今
回
の
新
組
織
体
制
に
よ

っ
て
、
こ
れ
ま
で
の

本
庁
組
織

の

一
部
が
小
高
区
役
所
と
鹿
島
区
役

所
に
配
置
さ
れ
ま
し
た
。

市
民
生
活
部
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
、
建
設
部
建
築

住
宅
課
住
宅
支
援
係
が
鹿
島
区
役
所

へ
。

経
済
部
農
政
課
、
農
林
整
備
課
が
小
高
区
役
所

へ
。

◆
　
総
務
部
で
は
、
公
有
財
産
管
理
課
を
設
置
。
情

報
政
策
課
を
総
務
課
情
報
政
策
係
と
秘
書
課
統

計
係
に
再
編
。

◆
　
復
興
企
画
部
で
は
、
総
務
部
総
務
課
市
民
活
動

支
援
係
の
業
務
を
復
興
企
画
部
に
編
入
し

コ
ミ

ュ
ニ
テ
イ
推
進
課
を
設
置
。

◆
　
市
民
生
活
部
で
は
、
環
境
回
復
推
進
課
と
新

エ

ネ
ル
ギ
ー
推
進
課
を
復
興
企
画
部
か
ら
編
入
。

新

エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
課
は
生
活
環
境
課
新

エ

ネ
ル
ギ
ー
推
進
係
と
な
り
ま
し
た
。

◆
　
健
康
福
祉
部
で
は
、
子
ど
も
に
関
す
る
業
務
を
、

新
設
し
た
こ
ど
も
未
来
部

へ
移
管
し
ま
し
た
。

◆
　
こ
ど
も
未
来
部
が
新
設
さ
れ
、
こ
ど
も
家
庭
課
、

こ
ど
も
育
成
課
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

◆
　
経
済
部
で
は
、
観
光
交
流
課
に
観
光
係
と
交
流

支
援
係
を
新
設
。

◆
　
建
設
部
で
は
、
土
木
課
維
持
係
に
管
理
係
を
統

合
し
効
率
化
を
図
り
ま
す
。

◆
　
小
高
区
役
所
と
鹿
島
区
役
所
に
市
民
総
合
サ
ー

ビ
ス
課
が
設
置
さ
れ
、
税
務
、
福
祉
、
生
活
、
市

営
住
宅
、
道
路
等
の
相
談
窓

口
を
設
け
ま
し
た
。

◆
　
教
育
委
員
会
で
は
、
学
校
教
育
課
に
教
育
企
画

係
を
設
置
。

生
涯
学
習
課
を
市
民
生
活
部
か
ら
編
入
。

幼
児
教
育
は
新
設
の
こ
ど
も
未
来
部

へ
移
管

さ
れ
ま
し
た
。

L



渡
部
寛

の

一
般
質
問
報
告

汚
染
土
壊
の
再
生

利

用

は

断

固

た

め

！

【
質
問
】

南
相
馬
市
の
意
思
、
市

政
と
し
て
汚
染
土
壌

の
再
生
利
用

を
進
め
る
た
め

の
検
討
を
し
て
き

た
の
か
、
環
境
省
か
ら
申
し
入
れ
が

あ

っ
た
の
で
や
む
を
得
ず
検
討
し

て
き
た
の
か
、
お
答
え
く
だ
さ
い
。

【答
弁
一復
興
企
画
部
長
】
平
成

２９

年
に
５
月
、
８
月
と
国
に
、
除
去
土

壌

の
再
生
利
用
の
推
進
を
す
る
こ

と
に

つ
い
て
国
に
要
望
し
て
お
り

ま
す
。

【
質
問
】

南
相
馬
市
の
よ
う
に
市

町
村
が

み
ず
か
ら
の
意
思
で
再
生

利
用
の
実
施
を
す
る
た
め
の
検
討

を
し
て
き
た
市
町
村
は
あ

っ
た
ん

で
す
か
。

【答
弁
】

環
境
省
に
お
伺
い
し
ま

し
た
と
こ
ろ
、
県
内
で
関
心
を
示
し

て
い
る
自
治
体
は
あ
る
も
の
の
、
ま

だ
調
整
中

で
あ
る
と
い
う

こ
と
か

ら
公
表

で
き
る
段
階

で
は
な

い
と

回
答
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

【
質
問
】

報
道
で
は
環
境
省
の
室

長
が

ス
ケ
ジ

ュ
ー

ル
は
自
紙
と
し

た
上
で
、
今
後
ど
う
す
る
か
を
検
討

し
て
い
く
と
さ
れ

て
お
り
ま
す
け

れ
ど
も
、
市
長
は
国
の
言
い
分
を
聞

く
の
で
は
な
く
て
、
市
民
の
、
住
民

の
願
い
に
応
え
て
い
た
だ
き
た
い
、

こ
の
こ
と
を
強
く
求
め
ま
す
。

救
急
医
療
の

充

実

に

つ

い

て

【
質
問
】

救
急
車
が
収
容
病
院
が

決
ま
ら
な

い
た
め
に
現
場
を
出
発

で
き
な
い
事
例
が
あ
り
ま
す
。

昨
年

１
年
間
の
搬
送
人
員
は
相

馬
地
方
全
域
で
４
千

‐９０

人
に
及
び

ま
す
。

救
急
車
が
到
着
し
て
か
ら
出
発

す
る
ま
で
に
要
し
た
時
間
は
、

１５
分

未
満
が

２６

％
、

‐５
分
以
上

３０
分
未

満
が

５８

％
、
一〓
」
ま
で
は
や
む
を
得

な
い
時
間
と
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

一
方
、

３０
分
以
上

４５

分
未
満
は

５４６
人
、

１３

％
、

４５
分
以
上

６０
分
未

満
が

８３
人
、
２
％
、

６０
分
以
上

９０

分
未
満
が

３４
人
、
１
％
は
憂
慮
す
べ

き
事
態
で
す
。

私
た
ち
に
は
市
民
の
命
と
健
康

を
守
る
責
務
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
事
態
を
解
決
す
る

こ
と
を

求
め
ま
す
。

【答
弁

健̈
康
福
祉
部
理
事
】

相
馬

地
方
で
は
、
休
日

・
夜
間
の
救
急
車

の
受
け
入
れ

に

つ
い
て
地
域
内

６

病
院
が
輪
番
制

に
よ
る
体
制

の
確

保
を
図

っ
て
お
り
ま
す
。

救
急
出
動
件
数
が
増
加
し

て
い

る

こ
と
や
病
院

に
よ
り
診
療
科
が

偏
り
、
病
気
や
け
が
の
状
態
に
よ

っ

て
受
け
入
れ
が
困
難
な
場
合
が
あ

り
ま
す
。

市
と
し
て
寄
附
講
座
事
業
に
よ
る

医
師
確
保
を
初
め
、
病
院
機
能
を
強

化
・維
持
す
る
施
策
を
講
じ
る
こ
と

で
市
民
の
安
心
・安
全
の
確
保
、
地
域

内
医
療
機
関
の
さ
ら
な
る
連
携
と
救

急
医
療
体
制
の
充
実
に
向
け
対
策
と

解
決
に
努
め
る
考
え
で
す
。

子
ど
も
の
命
を

守

る

こ

と

に

つ

い

て

【
質
問
】

小
児
、
子
ど
も
の
救
急

対
応
¨
入
院
対
応
の
緊
急
改
善
を
求

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

南
相
馬
市
に
戻

っ
て
き
た
幼

い

子
ど
も
を
抱
え
た
若

い
両
親
が
隣

の
相
馬
市
に
引

っ
越
す

こ
と
を
真

剣
に
考
え
て
い
ま
す
。
病
気
に
な
っ

て
困

っ
た
ん
で
す
。

市
長
を
先
頭
に
、
議
会
も
市
民
も

力
を
合
わ
せ
て

一
日
も
早
く
、　
一
刻

も
早
く
緊
急

に
解
決
を
図
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
こ
と
は
、
身
を
挺

し
て
で
も
子
ど
も

の
命
を
守
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。

こ
の
こ
と
を
強
く
求
め
ま
す
。

【答
弁

健̈
康
福
祉
部
理
事
】

小
児

科
の
入
院
受
け
入
れ
に
つ
い
て
は
、

市
内
で
も
入
院
診
療
を
担
う
小
児

科
専
門
医
師

の
不
在
な
ど

の
理
由

に
よ
り
小
児
入
院
受
け
入
れ
が
可

能
な
病
院
が
な
い
状
態
が
続

い
て

い
る
。

こ
れ
を
解
決
す
る
た
め

に
南
相

馬
市
復
興
総
合
計
画
後
期
基
本
計

画
に
お
い
て
、
１
施
設
以
上
の
小
児

入
院
機
能

の
確
保
を
目
指
す
考
え

で
ご
ざ
い
ま
す
。

栗
村
文
夫
の
一
般
質
問
報
告

人
材
確
保
を
し

っ
か
り
と
！

【質
問
】

４
月
１
日
付
で
採
用
さ

れ
る
臨
時
職
員
及
び
嘱
託
職
員
を

２
月
１５
日
号
の
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
募
集
し
て
い
ま
す
。

過
去
の
実
績
を
ど
の
よ
う
に
検

証
し
、
こ
の
時
期
と
し
て
い
る
の
か

お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

【答
弁

総̈
務
部
長
】

年
度
当
初
に

採
用
す
る
臨
時
職
員
及
び
嘱
託
職

員
の
募
集
時
期
に
つ
い
て
は
、
当
初

予
算
に
よ
る
新
年
度
事
業
の
必
要

人
数
な
ど
を
踏
ま
え
た
対
応
が
必

要
と
な
る
た
め
毎
年
２
月
頃
が
適

切
な
時
期
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

【答
弁
】

２
月

１５

日
号
の
広
報
で

募
集
し
た
臨
時
嘱
託
員

の
応
募
状

況
に

つ
い
て
、
お
た
だ
し
の
と
お

り
、
有
資
格
者
に
つ
い
て
は
実
際
保

健
師
、
保
育
士
は
や
は
り
募
集
人
員

に
対
す
る
応
募
が

下
回

っ
て
い
る

状
況
に
ご
ざ
い
ま
す
。

引
き
続
き

ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
相
双

と
の
連
携
、
あ
る
い
は
新
年
度
体
制

に
必
要
な
人
員
の
確
保
に
努
め

て

い
く
と
こ
ろ
で
す
。

や
は
り
募
集
時
期

に

つ
い
て
は

議
員
お
た
だ
し
の
と
お
り
適
時
的

確

に
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
の
で
今
後
十
分
検
討

し
て
対
処
し
て
ま

い
り
た

い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

【
質
問
】

私

５
年
４
カ
月
前
に
Ｕ

タ
ー
ン
し
て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
以

降
に
知
り
合

っ
た
方

で
南
相
馬
市

に
移
住
し
た
方
何
人
も
い
ら

っ
し

ゃ
い
ま
す
。

住
ん
で
い
る
側
か
ら
見
る
と
当

た
り
前
だ
と
思

っ
て
い
る

こ
と
で

も
市
外
、
県
外
の
方
に
と

っ
て
は
大

変
な
魅
力
だ

っ
た
り
し
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
募
集
採
用
す
る

側
か
ら
の
視
点

で
は
な
く
広
く

一

般
市
民
か
ら
の
視
点
で
南
相
馬
市

を
知
ら
な
い
人
で
も
ち
よ

っ
と
し

た
き

っ
か
け
で
興
味
を
持

っ
て
く

る
よ
う
な
情
報

の
発
信
の
仕
方
が

大
切
で
は
な
い
か
。

見
解
を
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

【答
弁
】

・
市
内
、
県
内
の
み
な
ら

ず
今
職
員
の
採
用
に
つ
い
て
は
、
首

都
圏
の
大
学
、
あ
る
い
は
専
門
学
校

等

へ
の
求
人
活
動
を
行
う
と
と
も

に
、
求
人
案
内
の
郵
送
、
各
学
校
に

送

っ
て
お
り
ま
す
。

あ
わ
せ
て
県
の
主
催
の
合

同
就

職
説
明
会

の
参
加
等
し
て
お
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
若
い
人
、
情

報
得
る
機
会
が
多

い
と
思

っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
そ
れ
ら
の
充
実
に
つ

い
て
も
努
め

て
ま

い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

‥

′

月

‐１

日
午
後
３
時
～

ひ
が
し
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
道
の
駅
南
相
馬
隣
）
に
お

い
て
、
く
り
む
ら
文
夫
を
囲

む
懇
話
会
を
開
催
し
ま
す
。

皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

【
質
問
】

昨
年
も

一
昨
年
も
そ
の

前
も

２
月
中
旬
に
行
わ
れ

て
お
り

募
集
告
知
か
ら
採
用
日
ま

で
約

１

カ
月
半
し
か
な
い
の
で
す
。

と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
時
期
に
市

が
募
集
す
る
こ
と
を
知

っ
て
い
て

準
備
し
て
い
る
方
か
、
市
職
員
に
な

り
た
い
と
思

っ
て
い
た
方

で
そ
の

時
点
で
無
職
の
方
か
、
す
ぐ
に
退
職

す
る
予
定

の
方

で
な
け
れ
ば
応
募

で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。

特
に
保
育
士
や
保
健
師
、
学
芸
員

や
司
書
、
看
護
師
等
は
、
こ
の
地
域

で
も
不
足
し
て
い
る
現
状
を
鑑

み

れ
ば
新
年
度

の
事
業
体
制

に
支
障

を
来
さ
な
い
よ
う
募
集
時
期
を

エ

夫
さ
れ
て
は
と
考
え
ま
す
。

考
え
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

●・・
‐
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こ 9
の 月
補 定
正 例
予 議
算 会
は に
全 提
会 案
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で た
可 の
決 は
さ 議
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主
な
補
正
予
算
は

主
な
条
例
は

国の幼児教育・保育の無償化に伴 う南相馬市の対応 (市の資料より)

項 日
国の無償化

対象児童

0歳から2歳までの子 (国

の の

措置内容

童 お り

化対象外の子)

市独自の保育料無料継続

の

用者負担 (各幼稚園が定める利
用料金による)

国の 要

市独自の認可外保育施設助成制
度月額37,000円 を助成(国 の無

。上記以外の3歳から5歳ま
での子

・国の無償化の対象児童

。上記以外の0歳から5歳ま

での子

り

償化と同

対象児童 無償化の内容
市

幼稚園・保育園 保育料無料

私立

1/2

公立

私立

1/4

公立

私立

1/4

公立
10/10

(※ 1)

・住民税非課税 1上帯の0
歳から2歳までの子で、
保育の必要性のあるもの

幼稚園 (未移行※2) ・3歳から5歳までの子 1/2 1/4

幼稚園の預かり保育
・保育の必要性のある3

歳から5歳までの子
月額1 13万 円を上限 1/2 1/4 1/4

可保育所や認定こども
園を利用できないもの
で、保育の必要性のある
次の子
・3歳から5歳までの子
・住民税非課税 1士帯の0
歳から2歳までの子

3歳から5歳までの子
額3.7万円上限
住民税非課税

2万円上限
月

可外保育施設
一時預かり事業

4 ファミリーサポート事業

※1市負担分については、一定の割合で交付税措置
※2未移行とは、子ども。子育て支援法制度に移行して

いない幼稚園

1/2 1/4 1/4

。国の無償化の対象児童 国の無償化どおり

・上記以外の1歳から5歳ま
での子 (保 育園・幼稚園未
就園児)

利用者負担
・4時間未満1,000円
。4時間～8時間未満2,000円
。8時間以上3,000円

。国の無償化の対象児童 国の無償化どおり

。上記以外の0歳から小学
校6年生まで

利用者負担
・月曜 日～金曜日の7日キ～19時ま
で300円 /30分
。その他の時間及び上日祝日350
円/30分

4 27,956

( 位 千円 )

27

38,478

つ
●

国の無償化というとあたかも全額国

が出す印象がありますが、上限があ

つたり、実際には市の負担が増える

仕組みになつています。

i



渡
部
寛

の

一
般
質
問
報
告

学
校
給
食
費
の

無

料

化

実

現

を

！

【
質
問
】

小
中
学
校
の
保
護
者
負

担
軽
減

の
た
め
に
学
校
給
食
費
事

業
に
よ
う
や
く
取
り
組
む
予
算
を

計
上
し
、
本
市
で
も
学
校
給
食
費
に

対
す
る

一
部
補
助
の
導
入
を
す
る

と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
県

内
の
状
況
実
態

イ
ノ
シ
シ
、

ニ
ホ
ン
ザ
ル
の

被
害
の
実
態
は
…

【質
問
】

最
近
は
罠
で
捕
ま
っ
た
兄

弟
や
親
、
子
ど
も
な
ど

の
姿
を
見

て
、
そ
も
そ
も
警
戒
心
が
強
く
学
習

能
力
の
高
い
イ
ノ
シ
シ
な
ど
は
、
目

の
前
に
あ
る
い
く
ら
お
い
し
そ
う
な

に
お
い
が
し
て
も
罠
に
入
ら
な
い
、

捕
ま
ら
な
い
。

駆
除
隊
の
皆
さ
ん
か
ら
直
接
お

聞
き
し
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
状
況
で
す
が
、
こ
の

間
の
イ
ノ
シ
シ
及
び
ニ
ホ
ン
ザ
ル
の

捕
獲
頭
数
の
推
移
を
ど
の
よ
う
に
つ

か
ん
で
お
ら
れ
る
の
か
お
伺
い
し
て

お
き
た
い
。

【
答
弁

経̈
済
部
理
事

（農
林
水
産

担
当
こ
　
平
成

２２
年
度
の
捕
獲
数

は
イ
ノ
シ
シ
が

８５
頭
、
ニ
ホ
ン
ザ
ル

が

７４
匹
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
平
成

３０
年
度
の
捕
獲
数
は
イ
ノ
シ
シ
が
１

千

３４９
頭
、
ニ
ホ
ン
ザ
ル
が

‐１２
匹
と
な

っ
て
い
ま
す
。

各
年

で
増
減

の
変
動
は
あ
る
も

の
の
東
日
本
大
震
災
前
と
比
べ
て
イ

ノ
シ
シ
及
び
ニ
ホ
ン
ザ
ル
の
捕
獲
数

は
大
き
く
増
加
し
て
い
る
状
況
と
い

え
ま
す
。

国
と
東
京
電
力
の

責

任

に

つ

い

て

【
質
問
】

有
害
鳥
獣
駆
除
隊
の
懸

命
な
活
動
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
被
害

が
大
き
く
拡
大
し
て
い
る
。

原
因
は
、
原
子
力
発
電
所
事
故
に

よ
っ
て
人
が
住
ま
な
く
な
っ
た
期
間

が
長
く
、
人
間
が
怖
い
と
い
う
こ
と

を
知
ら
な
い
世
代
に
世
代
交
代
を

し
、
人
間
を
恐
れ
な
く
な
っ
て
き
て

い
る
こ
と
。

イ
ノ
シ
シ
な
ど
は
身
を
隠
す
や
ぶ

が
大
幅
に
拡
大
し
て
し
ま
っ
た
こ

と
、
彼
ら
の
自
然
の
食
料
が
豊
富
に

な
っ
た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。原

因
を
つ
く
っ
た
国
及
び
東
京
電

力
が
前
面
に
出
て
対
策
を
講
ず
る
ベ

き
で
す
。

市
長
は
、
他
の
市
町
村
と
も
力
を

合
わ
せ
て
国
と
東
京
電
力
に
強
く
求

め
て
い
た
だ
き
、
実
現
を
図
っ
て
い

た
だ
き
た
い
、
い
か
が
で
す
か
。

【答
弁
一市
長
】

今
後
営
農
再
開
を

促
進
し
て
い
く
た
め
に
は
、
広
域
的

な
有
害
鳥
獣
対
策
が
必
要
だ
と
い

う
こ
ル
」。

復
興
・創
生
期
間
終
了
後
も
必
要

な
財
源
が
措
置
さ
れ
る
よ
う
全
額

こ
れ
ら
は
対
応
し
て
い
た
だ
く
と
い

う
よ
う
な
財
源
面
で
の
関
係
も
ご

ざ
い
ま
す
。

国
・
県
、
東
京
電
力
に
対
し
て
強

く
働
き
か
け
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

まヵ、れ討勧日Ｆ　Ａ中一

遠
い
内
容
で
す
。

一
刻
も
早
く
学
校
給
食
費
の
無

料
化
を
実
現
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

【答
弁

教̈
育
委
員
会
事
務
局
長
】

全
児
童
生
徒
分
の
無
料
化
は
、
財

政
負
担
が
大
き
い

」
と
か
ら
、
す
ぐ

に
実
現
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

令
和
２
年
度
か
ら
は
同

一
世
帯
の

小
中
学
校
に
在
校
す
る
児
童
生
徒

３
人
日
以
降
の
給
食
費
の
無
料
化
を

図
る
考
え
で
す
。

【
質
問
】

予
算
権
そ
の
も
の
は
市

長
が
お
持
ち
で
す
か
ら
、
市
長
か
ら

改
め
て
お
考
え
を
お
示
し
い
た
だ
き

た
い
。

【答
弁

市̈
長
】

今
の
市
の
財
政
力

か
ら
見
て
、
効
果
的
、
必
要
、
喫
緊

の
と
こ
ろ
を
行
い
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

給
食
費
に
つ
い
て
は
目
標
は
何
と

か
無
料
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、

今
段
階
的
に
実
施
せ
ぎ
る
を
得
な

い
と
い
う
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。

栗
村
文
夫
の
一
般
質
問
報
告

ク
ー
ル
シ
ェ
ア

の

取

り

組

み

を

【質
問
】

ク
ー
ル
シ
ェ
ア
と
い
う
大

学
と
環
境
省
が
連
携
し
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
あ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

見
ら
れ
る
ク
ー
ル
シ
ェ
ア
マ
ッ
プ
と
い

う
も
の
も
あ
る
。

福
島
県
で
は
Ｆ
か
く
し
ま
ク
ー
ル

シ
エ
ア
」と
い
う
名
前
で
こ
の
取
り
組

み
に
参
画
し
て
い
る
。

南
相
馬
市
も
、
民
間
と
連
携
し
な

が
ら
こ
の
ク
ー
ル
シ
ェ
ア
の
取
り
組

み
を
拡
大
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
市

の
考
え
に
つ
い
て
伺
う
。

【答
弁

市̈
民
生
活
部
長
】

ク
ー
ル

シ
ェ
ア
は
地
球
温
暖
化
対
策
の

一
環

と
し
て
、
電
力
等
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要

が
高
ま
る
夏
季
に
お
い
て
涼
し
く
快

適
に
過
ご
せ
る
施
設
、
店
舗
、
場
所

等
の
ク
ー
ル
シ
エ
ア
ス
ポ
ツ
ト
に
出
か

け
て
い
た
だ
き
家
庭
等
消
費
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
削
減
、
熱
中
症
予
防
、
地
域

の
活
性
化
等
に
つ
な
げ
る
取
り
組
み

で
す
。

福

島

県

で
は
平
成

２９

年
度

か

ら
、
ふ
く
し
ま
ク
ー
ル
シ
ェ
ア
を
実

施
し
、
ク
ー
ル
シ
ェ
ア
ス
ポ
ツ
ト
の
登

録
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
本
市
と
い
た
し
ま
し
て
も

登
録
可
能
な
公
共
施
設
に
つ
い
て
積

極
的
な
参
加
登
録
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

ま
た
商

工
団
体
等
と
連
携
を
は

か
り
商
業
施
設
等
の
登
録
を
推
進

す
る
と
と
も
に
市
民
へ
の
周
知
に
努

め
て
参
り
ま
す
。

‐８
歳
以
上
の
高
校
生

を
投
票
立
会
人
に

【質
問
】
　

今
年
７
月
の
参
院
選
の

際
に
棚
倉
町
が
期
日
前
投
票
で
日

曜
日
に
１
８
歳
の
高
校
生
を
投
票
立

会
人
に
依
頼
し
た
と
い
う
こ
と
を
知

り
、
棚
倉
町
に
話
を
聞
い
て
み
ま
し

た
。昨

年
の
知
事
選
の
時
か
ら
行
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。

効
果
を
聞
い
て
み
た
と
こ
ろ
、
１

８
歳
選
挙
権
が
施
行
さ
れ
た
直
後

の
２
０
１
６
年
の
参
院
選
で
は
、
町

全
体
の
投
票
率
が
、
６
１
．
５
２
％

で
、
１
８
歳
の
投
票
率
が
５
０
　
３

８
％今

回
の
参
院
選
で
は
町
全
体
の

投
票
率
が
、
５
７
　
４
４
％
で
、
１

８
歳
の
投
票
率
が
５
５
　
８
２
％
だ

っ
た
そ
う
で
す
。

前
回
に
比
べ
て
町
全
体
で
は
約

４
．
１
ポ
イ
ン
ト
下
が
っ
て
い
る
の

に
対
し
、
１
８
歳
の
投
票
率
は
逆
に

約

５
．
４
ポ
イ
ン
ト
上
が
っ
て
い
ま

す
。全

国
的
に
み
て
も

１
８
歳
選
挙

権
が
き
っ
か
け
で
高
校
生
の
立
会
人

と
い
う
も
の
は
始
ま
っ
て
い
て
、
全
国

的
に
そ
の
動
き
は
広
ま
っ
て
き
て
い

２つ
。若

年
層
の
政
治
参
加
や
選
挙
へ
の

関
心
を
高
め
る
取
り
組
み
と
し
て
、

南
相
馬
市
と
し
て
も
１
８
歳
以
上
の

高
校
生
を
投
票
立
会
人
に
依
頼
す

る
こ
と
は
有
効
と
考
え
る
が
見
解
を

伺
う
。

【答
弁
¨
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
】

期
日
前
投
票
の
立
会
人
に
つ
い
て

は
、
広
報
紙
を
通
じ
募
集
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
な
か
な
か

希
望
す
る
定
員
に
達
し
な
い
の
が
現

状
で
あ
り
ま
す
。

ご
質
問
の
１
８
歳
以
上
の
高
校

生
に
立
会
人
を
依
頼
す
る
こ
と
は
、

県
内
で
も
実
績

の
あ
る
こ
と
で
あ

り
、
県
選
挙
管
理
委
員
会
や
市
内
の

県
立
高
校
に
協
力
を
要
請
す
る
な

ど
検
討
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

●
．‥

●・
・

‐

月
１７
日
‐３
時

３。
分
～

ひ
が
し
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
道
の
駅
南
相
馬
隣
）
に
お

い
て
、
く
り
む
ら
文
夫
を
囲

む
懇
話
会
を
開
催
し
ま
す
。

渡
部
寛

一
議
員
も
参
加
予
定

で
す
。
皆
様
の
お
越
し
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

申

‥

´

(,

)

t′

さ な


